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　オーストラリアに本社を置く不動産開発レンドリースと
インターネットインフラを事業展開するシンガポールのプ
リンストン・デジタル・グループがさいたま市で開発を進
めてきた「ＴＹ１」データセンター（ＤＣ）のコア＆シェ
ル「Project Aquila」が完成した。「日本国内のデータ通
信能力を向上し、デジタル・レジリエンスを改善する」と
いう日本政府の計画が後押しされる。設計・監理を日建設
計、施工を鹿島が担当した。
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　プリンストン・デジタル・グループがパートナーとなり開発を進めてきた「Ｔ
Ｙ１」データセンター（ＤＣ）のコア＆シェルが３月日に竣工いたしました。
年以上に渡る我々の日本における活動において、初めて土地取得から開発・建
設までをトータルにマネジメントを行い、無事に完成の日を迎えることができ、
感慨もひとしおです。高品質で安全性の高い設計・施工のためにご尽力頂いた日
建設計様、鹿島建設様をはじめ、本プロジェクトに携わった関係各位、近隣の皆
さまに心より御礼申し上げます。
　本施設敷地内の解体工事では電力において、再生可能エネルギーを％使用
し、建設工事に起因するScope１、２のＣＯ排出についても％ニュートラ
ル化を実現しました。運用時も省エネルギー効率が高い設計となっています。ま
た、近隣周辺に溶け込みやすいデザインを採用し、施設周辺の緑化を進めていま
す。地域の皆さまとのつながりを常に意識し不動産開発を進める当社ならではの
ＤＣとなりました。
　ＤＣ事業者が安定したサービスを提供できる基盤を整え、これからも地域の皆
さまに愛される施設となるよう努めてまいります。日本はアジアで２番目に大き
なデータセンター市場であり、特にグローバルなハイパースケーラーの需要拡大
が見込まれています。本ＤＣは日本のデジタル競争力を高めるためにとても重要
であり、今後も更なる発展に貢献できるよう取り組んで参ります。

　本計画は、さいたま市に建つハイパースケーラーを想定した大規模データセン
ターです。
　LLDCP Aquila特定目的会社様とデータセンターオペレータとなるプリンスト
ン・デジタル・グループ様との打合せを行いながら、コア＆シェル部分の設計監
理を行いました。
　「ハイパースケールＤＣの機能実現」のために、データホール部分を最大化す
る効率的な計画を立案し、平面、断面、屋外発電機スペースを確保しました。デー
タホールは高負荷対応可能な十分な階高（．ｍ）およびフリーアクセス床高
（．ｍ）を確保しています。

　また、ＤＣにふさわしいハイテックなデザインとして、「Black & Whiteの
ファサード」と「メタルルーバー」で先端性を表現しました。
　近隣の住宅街への配慮として、緑化目隠壁内に屋外発電機を設置するなど近隣
景観形成を行っています。
　計画地最大の模擬地震波に配慮した安全な免震構造を採用。冗長化・バックア
ップを確保することで、電力受電の信頼性を高め、利用する方々が安心・安全を
感じていただくことができます。
　今後、フィットアウトの工事を経てデータセンターのオープンになりますが、
拡大を続ける首都圏のデータセンター市場で競争力を発揮できる最新鋭ＤＣにな
るとともに、さいたま市が新たなＤＣ集積拠点になるさきがけＰＪになる事を考
慮して設計監理に取り組みました。
　株式会社日建設計　設計監理部門　設計グループ　ダイレクター　清水　聡

■工　事　名　称／Project Aquila新築工事
■建　築　主／LLDCP Aquila特定目的会社
■デベロップメント・マネジメント／レンドリース株式会社
■プロジェクト・マネジメント／レンドリース・ジャパン株式会社
■設計・監理／株式会社日建設計一級建築士事務所
■施　　　工／鹿島建設株式会社関東支店（電気／株式会社関電工、

機械／新菱冷熱工業株式会社）
■敷　地　面　積／，．㎡（西側敷地のみ）
■建　築　面　積／，．㎡（付属建物含む）
■延べ床面積／，．㎡（付属建物含む）
■構造・階数／Ｓ造地上地上６階塔屋２階建て
■主　要　用　途／事務所（データセンター）
■工　　　期／年６月日～年３月日
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